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2005年からの試行的な開始当初から，15年間にわたり，河野健男教授が関わってきた当初はファーム富田の
就業体験学習を基軸として観光の側面を中心として，その後は観光のみならず地域の課題に継続的に取り組ん
できた氏の冷静で確かな地域へのまなざしは，常にこのプログラムの計画立案と運営に欠かせないものであり，
時に伴走者として，時に中核として関わりをいただいてきている。また，市が代表を務める暮しステーション
のみなさまをはじめとして，その場に集う現地の方々の支えをいただきながら，はじめて構築できるプログラ
ムでもあった。
また浦田みやこ氏・浦田芳穂氏からはプログラムの立案段階から幅広い視点～特に女性や高齢者をはじめと
した地域の方々とのつながり，交わりの場所の構築という視点から，わたしたちの女子大学生の学びへの貴重
なアドバイスを賜ることができた。なかでも浦田芳穂氏は，同志社大学卒業という，学生から見ると同じ同志
社精神をもつ⽛先輩⽜としての背景を感じながらのご教示も多かった。
こうした多くの地域の方々の支えや，その出会いや関わりがあって初めて成立している地域連携型の教育プ
ログラムであることについても，ここに改めて記し感謝申し上げたい。
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